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 令和２年３月１８日（水）、ミヤギテレビ本社で行われた２４時
間テレビ「愛は地球を救う」福祉車両贈呈式において、２４時間
テレビチャリティー委員会様より福祉車両をご寄贈いただき、宮
城県内で寄贈いただいた８団体を代表して、三浦会長がお礼を申
し上げました。
今回いただきました福祉車両は、本会が運営している岩沼市デ

イサービスセンターさとのもりで利用者の方々の送迎に活用させ
ていただきます。
募金にご協力をいただきました皆さま、２４時間テレビチャり

ティー委員会さま、関係者の皆さまにお礼を申し上げます。
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令和２年度は、第２次地域福祉活動計画策定の年にあたり、第１次計画の進捗状況を

検証しながら岩沼市の地域福祉計画と連携を図り、生活に密着した市民による自主的な

福祉活動が展開されるよう支援し、本会が目指す地域福祉活動計画の基本理念である

「みんなでつくる福祉のまちいわぬま」の実現に向けて地域福祉の推進に努めます。 

４４  推推進進目目標標：：一一人人ひひととりりをを支支ええるる相相談談・・生生活活支支援援のの充充実実  

（１）相談機能の充実

（２）生活困窮世帯への自立生活支援の充実

（３）高齢者や障害者がいる世帯への生活支援の充実

○ひとり暮らし高齢者会食のつどいの実施

○高齢者夫婦世帯研修・交流会の開催

○岩沼市生活困窮者自立支援事業の受託実施

○愛の福祉短期貸付事業の実施

○歳末助け合い配分金事業の実施 等

１１  推推進進目目標標：：地地域域もも関関わわりり合合ええるる福福祉祉学学習習のの充充実実  

（１）継続的な福祉学習・福祉教育の実践《重点項目》

（２）認め合える心を育む （３）福祉に触れる学びの実践

○福祉作文の募集と表彰 ○福祉（体験）学習の支援

○小・中学生のためのボランティア体験の実施

○福祉教育実践普及校の指定及び福祉教育実践研究会・発表会の開催

○文化伝承事業の推進

２２  推推進進目目標標：：地地域域をを支支ええるるボボラランンテティィアア育育成成とと活活動動支支援援のの充充実実  

（１）ボランティア育成の推進

（２）ボランティア活動支援の充実《重点項目》

（３）ボランティアセンター機能（仕組み）の充実

○ボランティア養成講座の開催 ○遊具等無料貸出事業の実施

○ボランティア登録による支援活動のコーディネート 等

３３  推推進進目目標標：：気気軽軽にに参参加加ででききるる地地域域づづくくりりのの充充実実  

（１）地域や居場所づくりへの支援

（２）地域資源・社会資源の発掘 （３）地域支援・団体支援

○市民福祉フォーラムの開催 ○地域サロン支援事業の実施

○地域支え合い活動助成事業の実施

５５  推推進進目目標標：：地地域域福福祉祉をを推推進進すするる連連携携・・協協働働のの充充実実  

（１）連携・協働の関係づくり

（２）連携・協働による地域福祉の推進 《重点項目》

（３）共同募金委員会・老人クラブ連合会との連携・協働の推進

○ふれあいの広場の開催 ○町内会連携地域福祉活動モデル事業の実施

○岩沼市生活支援体制整備事業の受託実施

▲小学生ボランティア体験

▲ボランティア養成講座

▲会食のつどい

▲ふれあいの広場

▲サロン支援
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①会費収入 ②寄附金収入

③補助金収入

④共同募金

配分金収入

⑤受託金収入
⑥介護保険収入

⑦その他収入

⑧前期末支払

資金残高

①法人運営事業

②地域福祉

事業

③生活困窮者

自立支援事業

④老人デイ

サービス事業

⑤居宅介護

支援事業

⑥地域包括支援

センター事業

⑦当期末支払資金残高

６６  推推進進目目標標：：地地域域をを支支ええるるたためめのの基基盤盤強強化化  

（１）広報啓発活動の充実

（２）自主財源の確保と役職員の情報の共有化

（３）地域福祉活動計画の周知・進行管理

○社協だよりの発行 ○ホームページの活用

○社協まちなか通信の発信 ○経営・財政基盤の強化

○地域福祉活動計画の策定・進行管理・周知

○役職員の研修事業の実施 ○居宅介護支援事業の実施

○ＣＳＷ（地域支え合い活動）支援職員養成事業の実施

○岩沼市デイサービスセンターさとのもりの指定管理及び運営

○岩沼市地域包括支援センター事業の受託実施（岩小学区） ▲社協だより

 
［単位：円］

①会費収入 4,807,000 

②寄附金収入 641,000 

③補助金収入 34,330,000 

④共同募金配分金収入 6,987,000 

⑤受託金収入 48,276,000 

⑥介護保険収入 109,834,000 

⑦その他収入 25,414,000 

⑧前期末支払資金残高 5,100,000 

収入合計 235,389,000 

［単位：円］

①法人運営事業 54,555,000 

②地域福祉事業 16,803,000 

③生活困窮者自立支援事業 17,239,000 

④老人デイサービス事業 93,412,000 

⑤居宅介護支援事業 15,862,000 

⑥地域包括支援センター事業 36,366,000 

⑦当期末支払資金残高 1,152,000 

支出合計 235,389,000 

３



▲昼食のお花見弁当

 

 

 

４

★自宅で簡単に出来る介護予防～地域包括支援センター～

★桜を楽しむ～デイサービスセンターさとのもり～

申し込み・お問い合わせは 

岩沼市デイサービスセンター 

さとのもり 

０２２３－２９－３７３７ 

③お尻が椅子についたら①に

戻り、同じ動作を繰り返す 

足を動かす運動は、生活能力の維持のためにとても効果的です。また、太ももの筋肉が衰えると

転倒しやすくなります。無理のない程度に動かしてあげましょう。 

週に 1 回程度、１０回２セットを目安に体調や安全に十分注意して取り組んでください。 

★岩沼市内で特殊詐欺予兆電話発生！ご注意ください

４月６日（月）岩沼市内（松ヶ丘、中央地内）で特殊詐欺予兆電話が

発生しました。百貨店を装った者から「時計を買いませんでしたか」な 

どという、預貯金詐欺の予兆電話の後に、警察官や銀行協会職員を装う 

者などが登場し、キャッシュカードをだまし取る手口です。 

電話で「キャッシュカード」や「暗証番号」を聞くのは詐欺です。不 

審な電話があった場合は、お近くの警察署や交番へご相談ください。 

②膝がつま先より前に出ない

ように 

お問い合わせは 
岩沼市社会福祉協議会 
地域包括支援センター 
０２２３－２５－６８３４ 

①足は肩幅くらい

つま先は自然に開く 

コロナウイルス感染症拡大防止のため、外出の機会が少なくなり運動量が減っていると思いま

す。そこで、自宅で簡単に出来る介護予防のトレーニングをご紹介します。 

今年のお花見は、さくら幼稚園から八雲神社まで、岩沼市内の桜

の名所を巡るドライブを行いました。古木の見事なしだれ桜を通過

した際には、利用者から歓声が上がりました。 

昼食もお花見弁当となり、見た目も鮮やかなお弁当は、利用者か

ら大好評でした。 

また、さとのもりの室内 

には、利用者が作成した菜 

の花と桜が満開の壁紙が張 

られ、室内を明るく彩って 

います。 

 
1 2

 
3

 



各各種種用用具具ののごご紹紹介介 

高高齢齢者者疑疑似似体体験験セセッットト・・車車いいすす 

小中学生の福祉体験学習や地域での研修会等でご利用

いただけます。

５

登録開始から４年目を迎え、現在１５団体と１０４名のボランティア。年齢を問わず多くの方々にご

登録いただいています。この１年間の活動者数は延べ１９８名で、活動の種類は多岐にわたります。

特技や経験を活かしてご自身にあったボランティア活動を見つけてみませんか？

ボランティア登録は、随時受け付けております。

ララダダーーゲゲッッタターー

年齢や障害の有無を問わずだれでも楽し

めるレクリエーション用具です。

地域のサロン等でぜひご利用ください。

令令和和元元年年度度ののボボラランンテティィアア活活動動をを振振りり返返るる 

社協では、地域福祉の推進を目的に各種用具をそろえて

います。個人、グループに貸し出しを行っていますのでご

活用ください。

他にもレクリエーション用具等の貸し出しを行ってい

ます。お気軽にお問い合わせください。

地域の
サロン

 
レクリエー

ションの

サポート

災害ボランティア
（泥かき） 

ボランティア 

体験のサポート 

福祉体験の

サポート

生活の困りごと

のお手伝い 

 施設の行事  余暇交流 
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デイサービスの見学・無料体験・相談に

ついては、随時お受けしていますので、お

気軽にお問い合わせください。 
岩岩沼沼市市デデイイササーービビススセセンンタターーささととののももりり  
電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７３３７７  

通所介護サービスに関すること 

 
 介護を必要とされる方が安心して日

常生活できるように、ケアマネジャー

が心身の状況や生活環境、本人・家族

の希望等にそってケアプランを作成

し、様々な介護サービスの連絡・調整

などを行います。 
居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所    
電電話話  ００２２２２３３－－２２５５－－４４６６６６８８  

ケアプランの作成に関すること 

 
 高齢になっても住み慣れた自宅や地域で

生活できるように、必要なサービスの調整

や、日常生活支援などの相談をお受けして

います。 
地地域域包包括括支支援援セセンンタターー  
電電話話  ００２２２２３３－－２２５５－－６６８８３３４４  

  
ボランティアを探している方や、

ボランティア活動を行いたい方など

の相談をお受けしています。また、

ボランティア登録もお待ちしていま

す。 
 サロン活動に関する相談や遊具等

の貸し出しも行っています。 
地地域域福福祉祉係係  
電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７１１１１    

FFAAXX  ００２２２２３３－－２２９９－－３３３３４４１１  

 
 就労や住居のこと、ご家族のこと、家計に関することなど、現在困っている問題につい 
て相談をお受けしています。相談員がお話を伺いながら、一緒に解決策を考えていきます。 
生生活活困困窮窮者者自自立立支支援援係係    電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３９９７７００  

 
新型コロナウイルスの感染症の発生による休業等により、当面の生活費に関する資金需

要に対応するため、生活福祉資金貸付制度における緊急小口資金及び総合支援資金の特例

貸付の相談・受付を実施しています。 
特例貸付の詳細については、ホームページ（http://www.iwashakyo.or.jp/）等でご確

認ください。必ず事前に電話でご予約をお願いします。電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３９９７７００ 

 
日常生活での困りごとに関する相談をお

受けし、解決に向けた道筋を一緒に考え、

適切な専門機関に繋ぎます。 
ふふれれああいい福福祉祉セセンンタターー    
電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７１１１１  

日常生活での困りごとに関すること 

※この広報紙は皆さんからいただく会費や赤い羽根共同募金の配分金等により作成いたしました。 

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金貸付制度における緊
急小口資金等の特例貸付の相談・受付 
 

生活困窮に関すること 

介護サービスに関すること 
（岩沼小学校区域担当） 

ボランティア活動・サロン活動等 
の地域福祉に関すること 


